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簿 記 論【配布レジュメについて】 

         
    基礎マスター 

速 修 コ ー ス 

    

        

 

  

１ ミニテスト 

ミニテストは50点満点の問題であり、前回の講義内容から出題するが、講義内容が多い回のミニテストはトレーニン

グの「確認」問題から出題する。また、実力テスト実施回の講義内容（№１及び№２）については、次の回の実力テス

トで出題する。 

ミニテストは前回の講義内容の定着度合を確認することを目的としているため、テキストの設例及びトレーニングの

該当問題の復習がされていれば、満点の取れる難易度にしてある。ただし、制限時間が存在するため、トレーニング等

を１回解いただけという状態では、おそらく制限時間内に解き終わらないであろう。したがって、トレーニングの反復

練習を行って、正確性とスピードを高めておく必要がある。 

 

２ 補助問題 

補助問題は実力テストに備えるための自宅学習用の練習問題であり、各テキスト回の中盤で配布する。出題論点の中

心は、その月に学習した論点であるが、前月以前に学習した論点からも出題する。 

 

３ 実力テスト 

実力テストは№１及び№２では制限時間60分、№３及び№４では制限時間120分の問題である。出題論点の中心は、

その月に学習した論点であるが、前月以前に学習した論点からも出題する。 
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簿 記 論【ミニテスト】 
  

    

         
    基礎マスター 

速 修 コ ー ス 

    

        

 

問題－テキスト№１・第２回  制限時間 ５分 

 

 

甲株式会社の下記の資料に基づき、答案用紙に示した損益勘定、繰越利益剰余金勘定及び残高勘定の記入

を行いなさい。 

 

【資料１】前期末の残高勘定 

残     高                （単位：千円） 

3/31 現 金 9,500 3/31 未 払 営 業 費 200 

〃 繰 越 商 品 2,500 〃 資 本 金 10,000 

    〃 繰 越 利 益 剰 余 金 1,800 

   12,000    12,000 

 

【資料２】営業取引（要約） 

１ 商品32,000千円を現金で仕入れた。 

２ 商品40,000千円（売価）を現金で売上げた。 

３ 営業費5,800千円を現金で支払った。 

 

【資料３】決算整理事項 

１ 期末商品棚卸高 3,000千円 

２ 未払営業費 100千円 
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簿 記 論【ミニテスト】 
 得 点 会 員 番 号 

 

／50 

          

  基礎マスター 

速 修 コ ー ス 

   氏 名（カ ナ） 

     

  
     
    

 答案用紙－テキスト№１・第２回    （注）氏名はカタカナでのみ記入をお願いします。 

                 
 

 

損     益                          （単位：千円） 

            

３／31 仕 入    ３／31 売 上    

            

〃 営 業 費     

 

    

           

〃 繰越利益剰余金         

           
    (       )      (       )  

 

繰越利益剰余金                          （単位：千円） 

            

３／31 残 高    ４／１ 諸 口  1,800  

            

 
 

    ３／31 損 益    

           
    (       )      (       )  

 

残     高                          （単位：千円） 

            

３／31 現 金    ３／31 未 払 営 業 費    

            

〃 繰 越 商 品    〃 資 本 金    

            

 
 

    〃 繰越利益剰余金    

           
    (       )      (       )  

 

 

 





  







  

         

     

   

   

 

       

    

   

  

            

            

   

   



 



 

 

        

        

       

 

         

 

 

     

 

     

 

      

 

 



      

      

     

   

 

 

 

       

       

 

         

 



        

        

    

      

 



 

 

 

     

     

   

 

          

 

 

 

       

    

  

 

 

     

    

        

   

       

  

 

 

          

          

  

 


